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１ 試験の目的 
 広葉樹の中でケヤキは材価が高く、とくに杢

模様が出るものなどは市場で高価に取り引き

されている。この性質をもつ苗木を生産するた

めには、さし木を行う必要がある。そこで、さ

し木苗の発根率の向上を目的に試験を行った。 
 
２ 試験方法と結果 
 圃場内で育成している 3 本のケヤキ(9 年生)
に台切り(断幹処理)を行い、発生した萌芽枝で

さし木を試みた。台切りは平成 14 年 5 月 1 日

に行い、さし付けは平成 14 年 7 月 26 日に行っ

た。発根促進はオキシベロン粉剤 1.0％を施用

した。育苗は噴霧施設内で行い、噴霧散水は朝

から夕方までの時間帯に 1 時間に 1 回の割合で

１回当り 3 分間行った。 
その結果、283 本のさし付けを行ったうち、

273 本に発根が見られた。 
 

３ 成果と今後の問題点 
 萌芽枝をさし木材料に使うことにより発根

率を向上させることができた。今後、この方法

を実際の優良木(つぎ木などで育成したケヤキ)
に適用できるかを確認する予定である。 

これまでのさし木試験の結果
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   H１４萌芽枝を用いたさし木試験 

     萌芽枝 発根本数 発根率 

供試木 台切り日 さし付日   さし付け本数 （％） 

No.１ H14.5.1 H14.7.26  １０９／１１１ 98.1 

No.２   〃 H14.7.27   ８９／９２ 96.7 

No.３   〃 H14.7.27   ７５／８０ 93.7 

※No.１、No.２、No.３は１本の母樹から採種して育成した、 

 ９年生の実生苗３本。   
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発根したケヤキさし木苗 

（担当 育種緑化部 専門研究員 神山博希） 

 
台切りにより発生した萌芽枝 


